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2.7 行列の応用２ 

2.7.1 連立方程式の解 

例 

以下の連立方程式を行列表示せよ。 
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       A     x     b  

連立方程式の行列表示はすでに勉強しましたから、復習です。係数行列をA、変数の含ま

れる行列をx、右辺の行列をbとすると、連立方程式は =Ax bと表せます。 

方程式 =Ax bの両辺に左から 1−
A を掛けてみましょう。 

左辺 1−= = =A Ax Ix x  

右辺 
1−= A b  

両辺を比較すると、
1−=x A bであることが分かります。連立方程式の解xが計算できる形

で与えられています。これより解は以下となります。 

1
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1.25
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   

x A b  

これは、ax b=  の答えが、 ( )1/   x b a a b−= =  であることと類似しています。また、もしコ

ンピュータで
1−A bが計算できるなら、連立 1次方程式に解は即座に求まるということです。 

【検算】 

ここで、一応検算もしておきましょう。 

0.25

1.25

 
=  
 

x   とすると、
3

4

 
 


=


Ax  

答えは方程式を満たしていることが分かります。結局以下の公式が得られます。 

公式 

=Ax b  の解は、 0A の（逆行列がある）とき、
1−=x A b  

注） 0=A の（逆行列がない）とき、解は上のように書けない（ただ１つの解を持たない。 

連立 1次方程式はいろいろな場面で出てくるのでこの公式は非常に重要です。 

 

問題 

以下の連立方程式を行列で表し、ただ１つの解を持てば解を求めよ。 

１） 
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    　　 　
   

1
x

y

− 
= = 
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     ただ１つの解を［持つ・持たない］ 
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２） 
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     ただ１つの解を［持つ・持たない］ 

３） 

1 2 3

1 2 3

1 3

2 3 3
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2 5 2
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− + =
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     ただ１つの解を［持つ・持たない］ 

解答 

１） 

3 1
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    ⇔ 
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   
A b  

     ただ１つの解を［持つ・持たない］ 

２） 

3 6 3
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     ただ１つの解を［持つ・持たない］ 

３） 

1 2 3
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     ただ１つの解を［持つ・持たない］ 

演習 

以下の連立方程式を行列で表し、解を求めよ。 
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 
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 
 

  

   ただ１つの解を［持つ・持たない］ 
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最終的な答えに対して 

① 

5 / 4

0

1/ 4

1/ 5

 
 
 
 
 
 

  ②            ③ 

5 / 4

0

1/ 4

0

 
 
 
 
 
 

 

持つ        持たない        持つ 

 

 

 

 


